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昔
、
鉄
の
採
れ
る
と
こ

ろ
に
「
金
山
」
と
か
「
金

持
」
と
い
う
地
名
が
付
い

た
。
日
野
町
の
金
持
神
社

も
そ
う
い
っ
た
地
名
に
由

来
す
る
ら
し
い
。
実
際
、

周
辺
に
は

た
た
ら
の

遺
跡
が
多

く
残
っ
て

い
る
の
だ

が
、
も
っ

と
も
大
き

い
の
は
朝

狩
山
だ
と

思
う
。

　

金
持
集

落
の
は
ず

れ
か
ら
山

道
を
行
く

と
朝
狩
滝

と
い
う
立

派
な
滝
に

出
会
う
。

滝
壺
に
下
り
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
滝
だ
け
で
も
一

見
の
価
値
が
あ
る
。
そ
し

て
滝
壺
に
は
カ
ナ
ク
ソ

（
鉄
滓
）
が
た
く
さ
ん
沈

ん
で
い
る
。

　

滝
を
大
き
く
迂
回
し
て

上
に
出
る
と
そ
こ
が
朝
狩

鉄
山
で
あ
る
。
昔
の
道
は

ぎ
っ
し
り
と
カ
ナ
ク
ソ
で

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
と

い
う
の
だ
が
、
今
は
整
備

さ
れ
て
林
道
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
大
雨
が

降
っ
て
道
が
崩
れ
た
り
す

る
と
、
大
量
の
カ
ナ
ク
ソ

が
流
出
す
る
。

　

今
は
全
く
建
築
物
が
無

く
、
地
形
も
変
化
し
て
い

る
の
で
、
想
像
力
を
働
か

せ
て
遺
跡
の
構
造
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
ず

道
脇
に
深
い
掘
り
込
み
が

あ
り
、
そ
こ
が
鉄
を
冷
や

す
た
め
の
鉄
池
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
こ

の
周
辺
に
炉
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
池
の
上
段
に

は
石
垣
で
囲
ま
れ
た
平
地

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
上

に
切
り
石
を
重
ね
た
石
段

や
石
垣
が
見
え
る
。
明
ら

か
に
人
為
的
に
作
ら
れ
た

も
の
だ
。
こ
こ
は
金
屋
子

神
社
と
そ
の
参
道
だ
っ
た

の
は
間
違
い
な
い
。
今
は

祠
が
な
く
基
礎
部
分
の
み

が
残
っ
て
い
る
。

　

道
沿
い
に
谷
を
登
っ
て

ゆ
く
と
、
左
手
に
幅
50

メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
け
て

大
き
な
石
垣
が
３
段
。
則

面
に
大
き
な
カ
ナ
ク
ソ

が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て

も
、
こ
こ
に
も
炉
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
な
お
、
も
っ

と
山
奥
に
は
祠
が
残
っ
て

い
る
。
以
前
は
金
屋
子

だ
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

大お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と

山
祇
命
が
祀
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
山
の
神

を
祀
っ
た
祠
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

文＝伯耆国たたら顕彰会
　　副会長　佐々木幸人 の里たたら

第 12 回  

「朝狩山」
たたらマイスターが、あなたを奥日野たたらの世界にい
ざないます―。

まちの話題

第 70 回

協力：日野町歴史民俗資料館友の会　参考：「鳥取県の地名」

　
日
野
町
と
日
南
町
の
境
に
あ

る
井
ノ
原
地
区
。
先
月
紹
介
し

た
「
粟
谷
村
」
の
西
側
に
位
置

し
、か
つ
て
は
「
井
原
（
井
野
原
、

井
ノ
原
）
村
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　「
井
」
と
は
、
地
面
を
掘
っ
て

地
下
水
な
ど
を
汲
み
上
げ
る
と
こ

ろ
、
す
な
わ
ち
「
井
戸
」
の
こ
と

を
い
い
ま
す
が
、
こ
の
辺
り
も
そ

う
し
た
地
下
水
が
豊
富
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。「
日
野
郡
史
」
に

よ
る
と
、
や
は
り
こ
の
地
に
冷
泉

が
湧
き
出
し
て
お
り
、
村
の
名
前

も
こ
れ
に
由
来
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
同
書
に
よ
る
と
、
面
白
い
こ
と

に
、
井
原
は
か
つ
て
「
湯
ノ
原
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
十
数
年
前
、

井
ノ
原
地
内
の
工
場
建
設
用
地
の

ボ
ー
リ
ン
グ
作
業
中
に
約
30
℃
の

温
泉
が
涌
き
出
し
、
話
題
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、も
と
も
と
は
「
ユ

ノ
ハ
ラ
」
だ
っ
た
の
が
「
イ
ノ
ハ

ラ
」
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
の
説

も
信
ぴ
ょ
う
性
が
高
ま
っ
て
き
ま

す
ね
。
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す

か
？

井
ノ
原
は
「
湯
の
原
」？
。
～
地
名
が
語
る 
日
野
の
歴
史
⑭
～

本番の舞台を想像して。練習にも力が入る
　

今
年
18
回
目
を
迎
え
る
「
日
野
町
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
開
始
式
が
、5
月
6
日
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
出
演
者
と
そ

の
保
護
者
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
始
式
に
は
、
第
1
回
公
演
か
ら
脚

本
、
演
出
な
ど
を
手
掛
け
る
渡
邊
勝
子
さ

ん
（
広
島
県
三
原
市
）
や
歌
唱
指
導
を
行

う
小
椋
美
香
子
さ
ん
（
米
子
市
）
も
出
席
。

出
演
者
に
激
励
の
言
葉
を
送
り
、
さ
っ
そ

く
小
椋
さ
ん
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
歌
唱

指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
11
月
10
日
の
昼

と
夜
の
2
回
公
演
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
出

演
者
は
約
半
年
間
の
稽
古
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ち
を
元
気
に
。
ハ
ッ
ピ
ー
オ
ー
ラ
届
け
ま
す

第
18
回
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
開
始
式
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協力隊通信
ふだん何してんの？

見せちゃいマス♪

みんなの素顔を

今月のテーマ

「誰にも負けない！
ワタシの○○」

ズ
バ
リ

　▼協力隊の情報はコチラでもチェックできるよ★

公式 Facebook ページ
アカウント名：日野町地域おこし
協力隊
URL：https://www.facebook.com/
chiikiokoshi.hino/

【一口メモ】①出身地　②所属団体　③好きな本

NEW!!!!

Ky

o

< ryok
utai

Tusin

<

日野町で地域おこし協力隊として活動する
協力隊 毎月出される〝あるお題〟につ
いて、日ごろの活動報告を交えながら答え
ちゃいます！

メ。

①東京都　②日本きのこセンター　③ドラゴンボール

①神奈川県　②菅福元気邑　③「武士道」/新渡戸稲造

僕が誰にも負けないことは好奇心だ
と思います。
いろんなことに興味を持つタイプな
ので、生活の知恵や知らないことを、

これからいろいろと教えていた
だけるとうれしいです！

久保田航平
KOHEI KUBOTA

熱意。何にしても誰にも負
けたくないという気持ちが
あります。野菜作りをして
いますが、耕耘にしても畝
作りにしても綺麗にしよう
という気持ちは常に持って
取り組んでます！

小河久人 HISATO OGAWA

①大阪府　②菅福元気邑　③金持父さん貧乏父さん

誰にも負けない私の「根性」。自宅の宿の許可も、空き家
の整備も、一旦はダメかもと言われたことをド根性で乗
り切ってきました。今年は、山の畑で、草に負けないよ
う頑張ります！

誰にも負けないとはいえ
ませんが、力には自信が
あります。活動する中で
体力、筋力は必要となる
ことが多いので、さまざ
まな方に頼りにされるよ
うに肉体、根性ともに鍛
え精進を重ねていくつも
りです。

打越仁詞 HITOSI UCHIKOSI

①大阪府　②菅福元気邑　③心が伝わるなつかしの日本語

「干しシイタケ料理」。
現在、特別な乾燥方法
で作った短時間 (10 分程度 )で
戻る干しシイタケを使い、どん
な料理に最適なのかさまざまな
レシピを模索中…。ちなみに、
毎日料理に使ってますよ！

坂田龍之介
RYUUNOSUKE SAKATA

①山口県　②菅福元気邑　③「秘密」/東野圭吾

私が誰にも負けない所は集
中力です。趣味の読書で
は、面白い本に出会うと時
間も忘れ、一気に読破しま
す。そして、この集中力を
今やっている農業に生かし
たいと思っています。

川北皓貴
KOKI KAWAKITA

①大阪府　②菅福元気邑　③時をかける少女

家崎耕平 KOHEI IESAKI


